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第
三
節

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の

転
換
期
の
八
幡
浜

一

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
落
ち
込
み

昭
和
四
八
（
一

九
七
三）

年
一

O
月
に
中
東
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
急
激
な
原

油
高
と
な
る
。
「
第
一

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
事
態
が
翌
年
ま
で

続
き、

軒
並
み
経
営
方
針
を
縮
小
す
る
企
業
が
続
出
し、

景
気
低
迷
の
事
態
が

起
き
た
。

昭
和
四
九
（
一

九
七
四）

年
の
G
N
P
は、

戦
後
初
め
て
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
り、

石
油
消
費
量
を
減
ら
す
た
め
に
電
力
や
石
油
の
消
費
量
を
節
約

す
る
と
い
う
省
エ

ネ
や
節
約
対
策
が
急
速
に
普
及
し
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は、
人
々
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
買
い
占
め
騒
動
が
起
こ
り、

一
一

月
に
は
早
く
も
県
下
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
は、

日
・

祭
日
休
業、

平
日
も
午
後
六
時
ま
で
の
営
業
と
な
っ
た
。

省
エ

ネ
や
節
約
ム
l
ド
か
ら、

マ
イ
カ
ー
規
制、

深
夜
テ
レ
ビ
放
映
の
自
粛
な

ど
の
規
制
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
。

続
い
て
昭
和
五
三
（
一

九
七
八）
j
五
七
（
一

九
八
二
）

年
に
は
「
第
二
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
き、

再
び
日
本
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。

し
か
し、

こ
れ
以
降、

国
の
経
済
は
比
較
的
安
定
し
た
低
成
長
の
時
代
を
迎
え

た
。

編

二

南
予
用
水
事
業

（

ご

昭
和
田
二
年
大
干
ば
つ

水
を
求
め
て

昭
和
四
二
（
一

九
六
七）

年
は、

ま
れ
に
見
る
大
干
ば
つ

の
年
で
あ
っ
た
。

特
に
七
月
か
ら
一

O
月
初
め
ま
で
の
約
九
0
日
間
雨
ら
し
い

雨
は
降
ら
ず、

八
幡
浜
市
役
所
は
飲
料
水
を、

農
家
や
西
宇
和
青
果
農
業
協
同

代現第五章

組
合
は
農
業
用
水
を
求
め
て
大

混
乱
に
陥
っ
た
。
八
月、
岡
を
期

待
し
上
陸
を
願
っ
て
い
た
台
風

も
南
予
地
方
を
避
け
て
土
佐
湾

沖
で
東
に
曲
が
っ
て
行
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
水
不
足
で

あ
っ
た
。

大
島
で
は
既
に
六
月

に
は
水
道
水
が
ス
ト
ッ
プ
し、

井
戸
水
を
飲
料
水
に
し
た
と
こ

ろ、

集
団
赤
痢
が
発
生
し
た
。

ま
た、

海
岸
部
の

柑
橘
園
は

次
々
と
木
が
枯
れ
て
い
く
と
い

う
事
態
に
陥
っ
た
。

ミ
カ
ン
農

家
は、

水
で
さ
え
あ
れ
ば、

ジ
ュ
ー
ス
工
場
の
廃
液
で
あ
ろ
う
と、

冷
房
排
水

で
あ
ろ
う
と
何
で
も
集
め
て
回
り、

朝
早
く
か
ら
濯
水
の
水
を
運
搬
し
て
柑
橘

園
の
樹
木
に
水
を
か
け
る
の
が
日
課
と
な
っ
た
。

ま
た
農
協
も、

事
態
を
放
置

で
き
ず
に
さ
ん
ざ
ん
手
を
打
っ
た
も
の
の
打
開
策
は
見
つ
か
ら
ず、

井
戸
掘
り

を
し
て
僅
か
で
も
水
を
得
ょ
う
と
努
力
す
る
の
が
精
一

杯
で
あ
っ
た
。

し
か
し

な
が
ら、

井
戸
も
枯
れ、

果
樹
が
枯
死
す
る
の
を
食
い
止
め
る
程
度
で
大
き
な

被
害
が
出
た
。

八
月
三
O
日
に
は
自
衛
隊
の
飛
行
機
が
南
予
上
空
で
人
工
降
雨

の
テ
ス
ト
実
験
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
が、
人
工
雨
も
降
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

上
水
道
は
八
月
に
時
間
給
水、

九
月
早
々
に
は
三
割
給
水
制
限
と
な
っ
た
。

県
は
つ
い
に
九
月
三
日
に
干
害
総
合
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ、

一

O
月
三
日

に
は
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
。

こ
の
声
が
天
に
通
じ
た
の
か、

一

O
月
五

日
に
や
っ
と
こ
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
雨
が
降
り、

人
々
は
安
ど
の
声
を
上
げ
た

（

注
7）
。

写真5-46 スモ ー クミ ー ト

工場の排水を受水して

運搬（上）枯死寸前の

ミカン園（左）

I命枯れるなjより
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出霜

（
二）

南
予
用
水
建
設

肱
川
の
水

こ
の
被
害
に 、

県
は
昭
和
四
五
（
一

九
七
O）

年
に
南
予
水

資
源
開
発
計
画
を
策
定
し 、

翌
年
に
は
宇
和
島
・

八
幡
浜
の
二
市
と 、

三
瓶
・

保
内
・

伊
方
・

瀬
戸
・

三
崎
の
旧
西
宇
和
郡
五
町 、

そ
れ
に
吉
田
・

明
浜
の
二

町
が
加
わ
っ
て
南
予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
て 、

強
力
に
国
に
働
き

か
け
た 。

慢
性
的
な
水
不
足
の
西
宇
和
地
方
に
比
べ
て 、

肱
川
流
域
の
上
流
部
の
東
宇

和
郡
は
水
が
豊
富
で 、

宇
和
・

野
村
の
両
盆
地
は
米
所
と
し
て
有
名
だ
っ
た

。

こ
の
肱
川
に
ダ
ム
を
設
け
て 、

そ
の
余
水
を
分
け
れ
ば
西
宇
和
地
方
の
水
不
足

解
消
や 、

下
流
の
大
洲
・

長
浜
地
方
の
慢
性
的
な
水
害
の
対
策
に
も
な
る
案
が

考
え
出
さ
れ
た 。

昭
和
四
九
（
一

九
七
四）

年 、

旧
宇
和
・

野
村
の
二
町
の
同
意
を
得
て 、

五

O
戸
の
住
民
と
小
学
校
一

校
が
立
ち
退
き 、

田
畑
一
一

O
町
歩
が
ダ
ム
底
と
な

る
事
業
が
始
ま
っ
た 。

二
市
七
町
の
事
業
施
行
申
請
手
続
き
を
受
け
て 、
一

O

月
に
建
設
省
は
野
村
ダ
ム
工
事
建
設
事
業
所
を
設
置 、

翌
年 、

農
林
省
は
中
四

国
農
政
局
南
予
農
業
水
利
事
業
所
を
開
設
し
た

。

ま
た
後
か
ら
北
宇
和
郡
三
間

町
が
事
業
団
体
に
加
わ
っ
た

。

張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路

全
体
構
想
は 、

野
村
ダ
ム
の
水
を
法
華
津
峠
の

下
を
通
し 、

吉
田
町
大
河
内
で
北
幹
線
と
南
幹
線
に
分
岐 。

北
幹
線
は
八
幡
浜

の
布
喜
川
調
整
池
と
伊
方
調
整
池
に
通
し
て
旧
三
崎
町
ま
で
運
び 、

南
幹
線
は

宇
和
島
市
内
の
三
浦
半
島
ま
で
配
水
さ
れ 、

途
中
か
ら
は
九
島
へ
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
よ
り
配
水
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

総
事
業
費
七
八
六
億
円
を
か
け
て 、

平
成
人
（
一

九
九
六）

年
度
に
完
成
し

た 。

海
岸
部
果
樹
園
約
七 、
二
O
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
導
水 、

農
業
用
水
供
給
を

図
る
も
の
で 、

上
水
道
水
を
入
れ
る
と
最
大
四
・

0
ト
ン
／
毎
秒
の
水
を
野
村

ダ
ム
で
取
得
し 、

こ
れ
ら
の
流
域
に
供
給
し
た
の
で
あ
る 。

昭
和
三
O
（
一

九
五
五）

年
代
に 、

奈

良
盆
地
の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
和

歌
山
県・
紀
ノ
川
上
流
の
吉
野
川
の
水
を 、

地
下
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
運
ん
だ
吉
野
川

分
水
な
ど
と
同
じ
方
法
で
あ
っ
た

。

南
予

で
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
下
の
ト
ン
ネ
ル

工
法
で 、

地
上
で
見
え
る
の
は
布
喜
川
調

整
池
（
写
真
5l

U）

や
伊
方
調
整
池 、

吉
田
町
の
東
蓮
寺
ダ
ム
程
度
で
あ
る 。

史歴

（
三）

八
幡
浜
市
の
南
予
用
水

八
幡
浜
市
で
の
南
予
用
水
は 、

野
村
ダ
ム
か
ら
の
水
が
布
喜
川
調
整
池
に
貯

ず
い

め
ら
れ 、

三
本
木
陰
道
な
ど
八
つ
の
隆
道
を
経
て
伊
方
調
整
池
に
送
ら
れ
て
い

る 。

そ
の
内
の
上
水
道
は 、

入

寺
の
揚
水
機
場
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ 、

萩
森
山
の
城
跡
に
造
ら
れ
た
八
幡
浜
浄
水
場
に
運
ば
れ
て
飲
み
水
と
な
り 、

愛

宕
第
三
配
水
池
で
受
水 、

保
内
側
は
高
区
配
水
池
及
び
低
区
配
水
池
で
受
水
し

て
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
へ
配
水
さ
れ
て
い
る 。

上
水
道
の
利
用
割
合
は
両
地
区
共
に

約
四
O
パ
ー

セ
ン
ト

が
南
予
用
水
で
補
わ
れ
て
い
る 。

農
業
用
水
は 、

布
喜
川
調
整
池
横
の
揚
水
機
場
か
ら
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド

へ
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ 、

真
穴
・

川
上
地
区
海
岸
部
の
果
樹
園
へ
配
水
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

保
内
町
須
川
の
揚
水
機
場
か
ら 、

津
羽
井
及
び
権
現
山
の
フ
ァ
ー

ム
ポ

ン
ド

へ
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ 、

同
地
区
及
ぴ
保
内
町
側
の
川
之
石
・

喜
須
来
地

区
に
配
水
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
ほ
か
の
地
区
に
お
い
て
も 、

各
所
の
高
台
に
造

ら
れ
た
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ 、

こ
の
水
が
末
端
の
果
樹
園
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に
運
ば
れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
・

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て 、
一

本
一

本
の
ミ
カ
ン

の
木
に
潅
水
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
た 。

旧
吉
田
町
で
分
か
れ
た
北
幹
線

水
路
は 、

八
幡
浜
浄
水
場
か
ら
伊
方
調
整
池
に
運
ば
れ 、

そ
こ
か
ら
旧
瀬
戸
・

三
崎
町
内
の
各
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
に
配
水
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
結
果 、

昭
和
四
二
（
一

九
六
七）

年
の
と
き
の
よ
う
な
水
不
足
に
よ
る

被
害
に
あ
わ
な
い
態
勢
が
で
き 、

南
予

の
農
業
用
水
・

生
活
用
水
が
確
保
さ
れ

て
き
た 。

先
人
の
苦
労
が
現
在
に
生
き

る
私
た
ち
に 、

恩
恵
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
写
真
51

必）
。

供
用
開
始
か
ら
三
O
年
近
く
を
経

て 、
施
設
の
老
朽
化
に
対
処
す
る
た
め 、

平
成
二
六
（
二
O
一

四）

年
よ
り
国
営

施
設
機
能
保
全
事
業
「
南
予
用
水
地
区」

が
進
め
ら
れ
て
い
る 。

�K.》・園田． ...＆..�・・A長幽9
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編

伊
方
発
電
所

原
子
力
発
電
所

昭
和
三
O
（
一

九
五
五）

年
四
月 、

日
本
経
済
団
体
連

合
会
（
経
団
連）

は 、

傘
下
に
「
原
子
力
平
和
利
用
懇
談
会」

を
設
置 。

来
る

べ
き
近
未
来
に
「
原
子
力
発
電
所」
（
原
発）

を
設
置
し
て 、

値
段
が
安
く
安

定
し
た
電
力
を
確
保
し 、

日
本
の
産
業
を
興
そ
う
と
の
経
営
方
針
を
立
て
た 。

政
府
も
そ
れ
を
応
援
す
る
形
で 、

五
月
に
「
通
産
省
電
力
白
書」

を
出
し 、
一

O
年
後
の
日
本
に
原
発
の
必
要
性
を
強
調
し 、

ア
メ
リ
カ
に
協
力
を
求
め
た 。

以
降
次
々
と
国
策
と
し
て
法
律
を
作
り

研
究
施
設
を
建
設
し
た 。

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
年
の
同
三
八
（
一

九
六
三）

年
一

O
月
に 、

日
本
原
子
力
研
究
所
は

東
海
発
電
所
の
動
力
試
験
炉
に
お
い
て 、
日
本
初
の
原
子
力
発
電
に
成
功
し
た 。

代現第五章

（

ご

四
国
電
力
・

伊
方
発
電
所
（
伊
方
原
発）

の
歴
史

四
国
電
力
側
（
四
電）

は 、

四
国
で
最
初
の
原
発
計
画
を
打
ち
出
し 、

昭
和

四
一

（
一

九
六
六）

年
九
月
に
北
宇
和
郡
津
島
町
（
現
宇
和
島
市）

大
浜
海
岸

を
候
補
地
に
挙
げ
る 。

し
か
し 、

同
四
三
（
一

九
六
人）

年
一

月
に
地
元
の
反

対
と
地
盤
の
問
題
を
理
由
に
原
発
建
設
を
断
念
し
た 。

昭
和
四
四
（
一

九
六
九）

年
四
月 、

当
時
の
伊
方
町
長
は 、

佐
田
岬
半
島
部

の
開
発
と
発
展
の
た
め 、

四
電
へ

原
発
建
設
の
誘
致
を
陳
情
し
た

。

町
は
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
原
発
誘
致
説
明
会
を
開
催 。

七
月
に
は
伊
方
町
臨
時
議
会
に

お
い
て
原
発
誘
致
が
決
議
さ
れ
た 。
一

方 、

同
年
一

O
月 、

伊
方
町
内
に
原
発

誘
致
反
対
共
闘
委
員
会
（
川
口
寛
之
委
員
長）

が
結
成
さ
れ 、

誘
致
活
動
か
ら

原
発
着
工
ま
で
の
五
年
間 、

町
は
原
発
建
設
を
め
ぐ
り
大
き
く
揺
れ
た 。

伊
方
町
の
み
な
ら
ず 、

旧
八
幡
浜
市
や
旧
保
内
町
に
お
い
て
も 、

原
発
建
設

を
推
進
す
る
組
織 、

反
対
す
る
組
織
が
結
成
さ
れ
対
立
し
た

。

保
内
町
内
で
は 、

原
発
用
水
を
保
内
か
ら
分
水
す
る
か
ど
う
か
で
意
見
が
対
立
し
た

。

そ
の
よ
う
な
中 、

四
電
は
昭
和
四
五
（
一

九
七
O）

年
九
月 、

原
発
建
設
地

を
伊
方
町
九

町

越
に
決
定
し 、

県
に
協
力
要
請
を
行
っ
た

。

さ
ら
に
同
四
六

す

さ

ま
ち

み

（
一

九
七

二

年
に 、

伊
方
町
有
寿
来
漁
協
・

町
見
漁
協
と
の
漁
業
補
償
契
約

書
に
調
印
し
た 。

同
四
七
（
一

九
七
二）

年 、

固
か
ら
原
子
炉
設
置
許
可
を
受

け 、

翌
年
六
月
に
工
事
が
本
格
的
に
着
工
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た 。

な
お
保
内
町
の
分
水
問
題
は 、

昭
和
四
八
（
一

九
七
三）

年
四
月
に 、

四
電

の
海
水
淡
水
化
計
画
に
よ
り
解
決
し
た

。

ま
た 、

翌
年 、

保
内
町
磯
津
漁
協
は

原
発
反
対
訴
訟
を
取
り
下
げ
た 。

昭
和
五
一

（
一

九
七
六）

年 、

愛
媛
県
及
び
伊
方
町 、

四
電
と
の
間
で
安
全

協
定
が
締
結
さ
れ 、

翌
年
九
月 、
一

号
機
が
営
業
運
転
を
開
始
し
た
（
注
8）
。

し
か
し
そ
れ
以
降
も 、

原
発
に
対
す
る
賛
成
・

反
対
の
対
立
が
あ
り 、

長
く

尾
を
引
い
た

。

川
口
ら
の
後
を
継
い
だ
広
野
房
一

は 、

全
国
初
の
原
発
行
政
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